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県関係職場を低賃金・不安定雇用の温床にするな！
臨任、非常勤、委託、派遣職員が安心して働ける雇用、賃金、労働条件の確立を
行政補助員制度の抜本的見直し、臨任雇用の空白期間解消、安さのみの入札制度見直しを
自治労県職連合2016年度活動方針④

県関係職場に公正労働を確立しよう！

１　臨任・非常勤職員等の雇用を守る取組み

①　現行の「行政補助員」制度では、来年3月には大量の失業者が生み出される可能性があります。管理職も含めた職場の声も踏まえ、「行政補助員制度」の抜本的な見直しを今期の最重点課題として取り組みます。

②　一方的な雇い止めを行わないよう当局に申し入れます。
③　臨時的任用職員の雇用の空白期間の解消をめざします。

２　臨任・非常勤・再任用職員等の労働条件改善
①　再任用職員、特に短時間職員の賃金の大幅改善をめざします。

②　臨時的任用職員・非常勤職員の賃金の大幅改善をめざします。

③　休暇や通勤手当、健康診断、福利厚生など、正規職員との格差是正を求めます。

３　公契約条例の制定

①　公共サービス基本法の制定を受け、川崎市、相模原市、厚木市、奈良県で成立した公契約条例にならい、制定を図るよう当局に求めます。

②　公契約条例の制定に向け、強く県に働きかけるよう自治労県本部を通じて連合神奈川に要請します。

４　県職場での委託・派遣労働者の処遇改善

①　既に多くの職場で、委託や派遣の労働者が事実上「一緒に」働いています。
毎年の「安さ」のみを追求する競争入札によって、庁舎の警備や清掃をはじめ多くの委託労働者は、毎年雇用不安を抱えた上に、ぎりぎりの低賃金で働いています。

②　地方公共団体が、不安定雇用と劣悪な労働環境の温床となっていいのでしょうか。神奈川県庁が「ブラック企業の親玉」と言われないよう、入札制度の抜本的な見直しを強く求めます。

③　指定管理者制度については、制度運用の検証と状況・実態の把握に努め、同制度の廃止を含めた抜本的な見直しを国に対して求めるとともに、県としても主体的に見直しを行うよう求めます。

安心して働き続けられる環境整備の取組み

１　子育て支援の取組み

①　管理監督者をはじめとした職員の意識啓発を進めるよう当局に求めます。

②　利用できる制度や福利厚生情報など、組合としても、内外の情報提供の充実に努めます。

③　該当者へ制度利用を積極的に働きかけるよう当局に求めます。

２　介護を担う職員を支援する取組み

①　管理監督者をはじめとした職員の意識啓発を進めるよう当局に求めます。

②　利用できる制度や福利厚生情報など、組合としても内外の情報提供の充実に努めます。

③　短時間勤務制度、部分休業制度の導入を当局に求めていきます。

④　介護のためにやむを得ず退職した職員を対象とした復職制度の創設を求めます。

３　ハラスメントの根絶をめざす取組み

①　パワハラ、セクハラなど、様々なハラスメントをなくしていくために、管理監督者をはじめとした職員の意識啓発を進めるよう当局に求めます。

②　管理監督者研修の強化を当局に求めます。

③　定期的な調査と結果の公表を当局に求めます。
４　庁舎整備について

①　庁舎の新築・改修にあたっては、バリアフリーガイドラインに対応した施設とし、計画段階で障害当事者の意見を聴取するよう求めます。

②　庁舎の新築・改修にあたっては、労働安全衛生法令が遵守できるような設備（個別空調、休憩室の設置等）とするよう求めます。

５　福利厚生の確保について

①　各庁舎における食堂、売店、自動販売機については、福利厚生の一環であり、工事を名目とした一方的な廃止・撤去は容認できません。仮設設置も含めて、工事後の設置に向けて職員厚生課交渉を行います。

②　健康診断については、時間や場所、服務について改善要求が寄せられています。改善に向けて職員厚生課交渉を行います。

県職場にノーマライゼーションの風を

①　障害のある職員の通勤や執務の妨げとなる施設の改修を求めます。

②　管理事務トータルシステムの改修にあたっては、これまでの労使確認（大幅改修時には、視覚障害者に対応したシステムに改善する）や「障害者差別解消促進法」に基づき、誰もが使えるシステムとなるよう改修させます。

③　視覚障害者のワークアシスタントの任用や派遣労働の導入など、障害のある職員の労働に関係する問題については、当事者や組合との事前の十分な交渉・協議を求めます。

④　職員の負担となっている、電話交換職場への派遣の配置は、解消するよう求めます。

⑤　加齢に伴う諸問題の解決に向けて、当事者も含めて検討するとともに、当局を協議のテーブルにつかせます。
⑥　「障害者差別解消促進法」が来年4月から施行されることを踏まえ、重度障害者雇用の障壁となっている「自力による通勤及び職務遂行が可能な人」という採用試験の受験資格の撤廃をめざします。
働きがいの持てる職場をつくろう！

１　必要な人員の配置を

①　組合員アンケートや個別の相談を踏まえて、過重労働職場について増員を行うよう、職場・局・人事当局への交渉を行います。

②　欠員は正規職員をもって早急に解消するよう求めます。

③　メンタルヘルス不全による療養休暇、休職については常勤職員を補充し、休職明けの一定期間については臨任職員の配置を継続するよう求めます。

④　職業訓練指導員について、今年度は一定の採用枠を確保しましたが、引き続き、欠員を正規職員で計画的に採用・配置を行うよう求めます。

⑤　職員の過重労働を解消し、子どもの命と権利を守ることができるよう、抜本的な人員体制の確立を求めます。また、保健福祉事務所の生活保護担当部署（福祉職・事務職）についても、大幅な人員増を求めます。

⑥　長時間・過密労働を解消するため、看護師等病院の人員確保を求めます。

２　働きやすい組織体制を

①　当面、組織再編を行わないこと、行う場合は職員に十分説明し、労働組合の理解と合意を得ることを求めます。

②　県税事務所、保健福祉事務所について、再編後の職員負担や県民サービスの状況について、明らかになってきた問題点を改善するために、保健福祉支部、税務職員連絡会と連携して交渉を行います。

③　労働センターの組織は、2010年に再編統合を実施し、現行の本所・３支所体制、人員配置は最低限のものとなっており、県民サービス低下、職員の過重負担となるこれ以上の縮小には反対していきます。
④　県立病院機構や県主導の第三セクターに係る業務の見直しにあたっては、雇用される職員の労働条件の維持・確保が図られるよう関係機関に働きかけます。また、福利厚生制度の拡充を求めます。当面は、少なくとも県と同水準となるよう、取組みを進めます。
３　産業技術センター独立行政法人化・神奈川科学技術アカデミーとの統合

①　産業技術センターの独立行政法人化問題は、一義的には職員の雇用問題であり、公務員身分の剥奪を阻止する立場で労使交渉に臨みます。
②　この間当局は、「独法化ありき」で検討を進めており、肝心の中小企業支援や産業技術センター及び神奈川科学技術アカデミーそれぞれの持ち味をどう生かしていくかについては、具体的な形は全く見えません。

③　組合として、産業技術センターのあり方について検討するため、当事者である職員、サービス対象である中小企業、当局、県議会を含めたシンポジウムを開催します。

臨任・非常勤職員のみなさん

自治労県職労に加入して、雇用、賃金・労働条件の改善に向けて、ともに闘いましょう。

直通：045-201-2961　県庁内線：8750

委託・派遣労働者のみなさん

自治労神奈川県本部の「かながわ公共サービスユニオン」がご相談を受けます。

電話：045-251-9711
戦争法案を廃案に！

8.30国会包囲10万人

全国100万人行動

○8月30日（日）14時から

○国会議事堂周辺

※現地で役員に合流できない場合は、後日連絡をお願いします。

熱中症対策も欠かさずに。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































